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研究成果の概要（和文）：                                

本研究では、日本と海外（イラン）の教員の授業展開を決定づける教員の授業メンタルモデ

ルの克服過程を解明した。その結果、教師の専門的知識や経験の共有化や授業改善による能力

の形成の重要性に関する研究知見が得られた。例えば、イランの教育文化においては「声に出

す」ことが学習の中心であり、オーラル（聞くこと・話すこと）はリテラル（読むこと・書く

こと）よりも効果的に使われる。このように、日本の文字中心の文化のあり方とは異なった特

徴が明らかになった。また、日本型授業研究モデルが移転されている海外の学校文化・授業展

開にどのような影響を与えるかが明確になった。 
研究成果の概要（英文）： 
The purpose of this study was to uncover changes in the process of overcoming the mental 
model of teachers about teaching in Iran, the United States and Singapore, where the 
Japanese model of lesson study has been taken up in order to raise quality of teaching 
and learning. For example, in Iran with an oral culture of education, instruction is based 
on communication between teachers and students rather than students simply noting what 
the teacher says or writes, which is a characteristic of the Japanese culture of teaching. 
This study concludes that the transfer of the Japanese model of lesson study plays a 
significant role in harnessing the potential of students and teachers.  
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１．研究開始当初の背景 
日本の授業研究モデルの移転に関する研究
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も理解と観察（アメリカ：Lewis,2002）など
がある。これらの研究の中で、教員文化に着
目した研究では、教員の協働性を構築するこ
との困難性、授業についてのメンタルモデル
の転換の必要性、学校における相互に学び合
う文化の重要性、教員の専門性の向上、教員
中心から子どもへの重点を移動することの
重要性などが指摘されている。特に欧米の授
業研究の第一人者であるスティグラーは、教
員の学校に関する土台（script）を変革する
には新しいモデルを実施することが重要だ
と述べている（Stigler & Hiebert, 1999）。
しかし、指摘にとどまり、そのメカニズムの
解明はまだなされていない。そのメカニズム
の解明には、教員の協働性と教員文化の解明、
協働性の下位概念である参加と決定の教員
の資質への影響などミクロな実証的研究を
必要とする。本研究は、文化観の中心にある
教員の授業メンタルモデルの研究するもの
である。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、異なる学校・教員文化を持
つ海外の教育実践において、日本の授業研究
モデルが移転され、実験授業が実施される中
で、教員の授業メンタルモデルの克服過程と
そのメカニズムを解明することである。ここ
でいう授業メンタルモデルとは授業に対す
る暗黙の前提となっている心象をいう。この
目的を明らかにするために「教員が協働する
ことの学校文化への影響」、「教員の参加と決
定による能力の形」、「教育問題の共有の有効
性」、「同僚など他者の存在の教員の認識への
影響」の研究課題の検証から、日本とイラン
の比較及びイランの教員へのインタビュー
調査をもとに、個別的な教員の授業メンタル
モデルの形成のメカニズムを明らかにする。 
 
３．研究の方法 
第一段階は、日本で実施した算数・数学・理
科の授業研究の在り方を海外で実施し、デー
タの収集である。①VTR と IC レコーダで、海
外と日本の授業を記録した。②海外と日本の
授業記録をもとに、日本で教員を主体にした
比較授業分析会を行った。③比較授業分析会
での検討内容や分析内容を記録した。④各種
データ（指導案、授業記録・分析、検討会）
を整理した。第二段階として、それらのデー
タをもとに、授業内容、教師の主導性、数学
的な概念・科学的な概念やそれに関連した生
徒の学習活動などの視点から、海外と日本の
授業実践における教師の授業観（ティーチン
グ・スクリプト）を明らかにし、両国の教員
文化が授業に与える影響を分析した。第三段
階として、比較文化論的アプローチによって
海外と日本の教員の授業メンタルモデルの
形成とそのメカニズを明らかにした。 

４．研究成果 
（1）【教員・学校文化】イランの文化におい
ては「声に出す」ことが学習の中心であり、
オーラル（聞くこと・話すこと）はリテラル
（読むこと・書くこと）よりも効果的に使わ
れる。このように、日本の文字中心の文化の
あり方とは異なった特徴が明らかになった。 
（2）【数学的事象に意味を見いだす】日本、
イラン、アメリカにおける比較授業分析とし
て、第 4、5 学年の算数授業を分析してきた
（業績 5と 8）。そして、日本とイランの比較
授業分析として、中学校の数学授業のコミュ
ニケーションを分析してきた（業績9と10）。
これらの成果を基礎に、「数学的事象に意味
を見いだす」モデルを開発した（業績 8）（図
1を参照）。 

 

図 1 数学的事象に意味を見いだす 

 

（3）【授業メンタルモデルの特徴】少数の
事例からオーラル（音声文化）・リテラル（文
字文化）の教授－学習文化の違いと、ティー
チング・スクリプトの関連が示唆されている。
①イランの生徒は掛け合いの中で考えるが、
日本の生徒は教師に問われて考えている。②
イランは教師も生徒も積極的に話す。日本は
教師も生徒も黒板やノート書く。つまり、イ
ランの場合は、数学的コミュニケーションは
「書く」ことより「声に出す」ことで進行す
る（表 1を参照）。 
 
表 1 授業における教師と生徒の発話数 

授業 発話数

(%) 

教師  

(%) 

生徒  

(%) 

イラン 

R中学校 

682  

(100) 

343   

(50.3) 

339   

(49.7) 

日本 

U中学校 

429  

(100) 

375   

(87.4) 

54    

(12.6) 

日本 

S中学校 

554  

(100) 

466   

(84.1) 

88    

(15.9) 



 

 

③イランでは生徒の顔が常に教師に向いて
いる。日本では授業規律が重視され、その型
が自由なコミュニケーションを時には阻害
する。④イランではマイナスとゼロとプラス
の整数の集合をまとめて（Integer）Ｚ：｛…, 
-2, -1, 0, 1, 2,…｝と定義し、実感を伴う
形で学習させていた。このやり方は日本の授
業ではあまりみられなかった。⑤イランと日
本の授業内容（教科書）は同じだが、イラン
の場合は生徒に手続き的知識を教えること
は多いが、課題の意味を考えさせる機会は少
ない。 
（4）【授業実践の比較研究】日本型授業研
究モデルが移転されているイラン・アメリ
カ・シンガポールの①授業における教師と生
徒のコミュニケーションの方法、②数学的概
念の捉え方、③教師の主導性、④学習におけ
る生徒の主体性、に対して授業中に生徒の知
識活用力・表現力などがどのように形成され
るかについて明らかにし、日本の授業実践と
比較した（業績 8, 9 と 12）。 
（5）【手続き的知識と概念的知識】対象と
したシンガポールの授業では「どうやって」
や「どのように」という質問もある（8 回）
が、「なぜ」や「どうして」という質問が多
い（19 回）。授業者は、授業実践ではできる
だけ問題の答えである「結果」より問題につ
いての生徒の思考、考え方「過程」を大切に
し、生徒に発言させる機会がよくみられる。
手順としての情報がもちろんあるが、概念的
情報も多い。つまり、シンガポールの理科の
授業で教師は、用具的理解（instrumental 
understanding）と関係的理解（relational 
understanding）、すなわち、前述したように、
日本の新学習指導要領における「思考力・判
断力・表現力などの育成」のバランスを大切
にしている。授業実践は具体的段階と抽象的
な段階の時間を十分とるし、抽象的な段階で
生徒の学習活動、考え方やコミュニケーショ
ンを通して考察し、「わかってできる」を大
事にする。このような授業展開の結果として
子 ど も が 手 続 き 的 知 識 （ procedural 
knowledge）を通して討論出来る状況を創る
ことであり、科学の概念的知識（conceptual 
knowledge）を理解することになるのである。 
（6）【授業分析のアプローチ】国際比較授業
分析における比較研究のアプローチ方法が
明確になった。異なる文化背景を有する教育
研究者や教師の目から、他国の実践を分析す
ることによって、実践に隠れた意味の構造で
あるスクリプトを顕在化させることを企図
する。つまり、典型化や平均化ではなく、異
質性の交流による顕在化という比較研究の
アプローチをとる。 
（7）【授業過程の分節化】日本では、明治期
から教授過程を明らかにするため、ヘルバル
トの五段階教授説（予備(preparation)－提

示(presentation)－比較(comparison)－総
括(integration)－応用(application)）のよ
うに、教授過程を段階に分けて考えることが
行われてきた。また、重松ら（1963）は、授
業研究を進めるにあたって、授業を実際の授
業展開に即して詳細に分析するため、授業を
分節化した。分節化することによって、教師
の指導と生徒たちの思考（集団思考）がどの
ように相互的に影響しつつ発展していくか
を捉えることができる。本研究の分節分けは、
重松らの方法に従ったが、同時に、授業展開
の基本的な構成として中国の漢詩（絶句）の
句の並べ方である「起－承－転－結」という
四段階を授業過程の展開に当てはめること
を試みた。授業というストーリーの流れから
みると、もっとも大切なことは「転」である。
転が生まれるような授業づくりとは、「会
話・対話・談話」が充実した授業構築である
と考える。「転」とは、会話・対話・談話を
通して生徒の考えや意見を生かし、そのよう
な生徒の考えや意見がもとになって授業の
流れがそれまでのとは違った展開をする場
面のことである。本研究では、このような発
想を基礎として日本と海外の授業を大きく
「起・承・転・結」の四つに分類することに
よって、教師の指導意図を推測し、その背後
にある指導観を探る助けとした。 
（8）【今後の研究課題】本研究では、教員の
授業展開を決定づける教員の授業メンタル
モデルの克服過程の解明を基に、教師の専門
的知識や経験の共有化や授業改善による能
力の形成の重要性に関する研究知見が得ら
れた。しかし、授業実践の実際的な改善まで
は達成出来なかった。すなわち、教師の考え
方が変わると授業も変わるとはいいきれず、
授業観はいかにしたら変化するのかと考え、
次の研究課題「授業に深く関わる文化的スク
リプト（文化の台本）」の着想に至った。 
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